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］ 
ドストエフスキーは『白痴』完結後ほとんど時をおかず『無神論』の構想をいだいている。『白痴』で〃永遠の
根抵〃につき当った観のある作家は、『白痴』の完成ももどかしいほどの思いで『無神論』のプランにとりかかっ
たのであろう。〈ソス・ホと〈インの『イエス・キリストの死』を核心に据えた『白痴』は、否応なしにドストエフ
スキーを信仰の問題に引きずって行った。十字架から下ろされたばかりのイエスは、ただの人間の死体にすぎない。
”どうしてこの殉教者が復活するなどと億じられようか“ＩＦストニフスキーの率直な想い臓一霊のべ‐ぜ”
美術館から尾を引いて、それを否定し返す「論理」も見つからぬまま漸次深まって行く。信仰の世界に「論理」を
持込むことの無意味を彼が知らなかったわけはない。しかし、ドストニフスキーの十九世紀人としての感覚は、信
仰を信仰としてそのまま受けとめるには、冷静にすぎた。マイコブヘの誓簡で、「主人公はかなりの年配になって
から突然信仰を失う」と書いたのは、おそらく、比嚥ではあるまい。そこには中年の作家の像が重なっている。
ここで小生の脳裡にあるのは、Ｈ巨大な長篇で、『無神論』という題名です。……人物はいるのです。我を
、
、
、
、
、
の社会に属するロシア人で、相当の年配です。さほど教養があるわけでもありませんが、かといって無教養で
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『大罪人の生涯』の現存するプランは、一八六九年夏から翌七十年夏に至る三冊のノートに五つの断片的なメモ
の形でのこされているが、中年の主人公の記述をその幼年時代から始めるという点で『無神論』と大きく異ってい
る．それは「無神論」という一テーマから無神論者Ｉ大いなる罪人の一代記に構想が転換したことを示している．
『無神論』の構想はアウトラインの承でデテールはかかれていない。その後約半歳の時を経てそれは『大罪人の
生涯』に引きつがれてゆくことになる。
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『無神論』のプランで決っている。アリョーシャを主人公とすると伝えられる『カラマーゾフの兄弟』第二部の最
後の構想に至るまで、この同心円を大きくはずれることばない。作家は『無神論』の構想の後、様☆たヴァリエー
ションを試承ながら、基本的にはこのプランを執勧にくり返しつづける。その意味ではドストニプスキーの脳裡に
あった設計図は終始変らなかったと言える。ただ、「探求」の過程での困難さが、彼に種々の試承を強いたのであ
ろう。 過なく官位がないわけでもありません．ｌそれが突然、もうかなりの年配になってから神への僑仰を失う
のです。それまでの生涯彼はただ勤務一筋で、わだちから逸れることもなく、四十五になるまで際立ったとこ
ろもありませんでした（心理的な謎。深い感情。人間そしてロシア人）。神への信仰の喪失は彼を震憾させま
す。（実を言うと、長篇の事件と道具立ては、とても大がかりなのです）。彼は新しい世代、無神論者、スラヴ
人、ヨーロッ．〈人、ロシアの狂信者、隠者、聖職者などをたずねて放浪します。ついでにジェスイットで挑発
者の鉤にかかったりもします．そこから鞭身教の奥深く下りて行って、ついに、キリスト…シァの大地もｌ
ロシアのキリストとロシアの神を漣得するのです（お願いですから誰にも言わないで下さい。この最後の長篇
を書き上げたら、たとえ死んでも構いません。何もかも言ってしまいます）。（以後傍点はすべてドストエフス
（１） 
キー）（一八六八年十二月十一日Ａ・Ｍ・マイコフ宛）
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３ 
ノートを染てゆくと、『無神論』の構想では、中年以降の精神的坊復に焦点が合わされていたのに対し、『大罪人
の生涯』では、むしろ、少年時代の精神形成に重点がおかれている。主人公の生涯の基礎的な部分に関心が注がれ
ていて、成年以降の分は稀薄である。構想はあったのであろうが、メモはそこまで達していない。現存する『大罪
人の生涯』のノートでは、チェルマーク寄宿学校時代を意外に重視しており、そこで他者とのかかわり方、主人公
「父と子」のテーマは以後のドストェフスキーの文学の基本的構図となる。『悪霊』、『未成年』、『カラマーゾフ
の兄弟』ともこの構図は共通している。その意味で『大罪人の生涯』の第一メモは重要である。伝記的に承れば、
「寄宿学校」はドストェフスキＩ十三歳’十六歳のチェルマーク寄宿学校を連想させる。以後創作ノートに寄宿学
校は頻出するが、これはその席失である。「寄宿学校」という子供がはじめて経験する本格的な共同生活の中での
自我の確立を作家は、人生途上の重要な要素と認めたのであろう。人間の生涯を冊職するにあたって一つの結節点
としてドストニフスキーはそれを位置づけている。約一一一ヵ月後の第二メモでは、チェルマークの名が明示されてい
る。 それと同時に子供と父親の関係を軸にして、ニヒリストードストラスキーの表現によれば「足下に大地のない
ことを意識した人間」ｌの生成されてゆく過程を辿ろうとする意図があらわれてきている．「六九年七月三十一
日フィレソッどのデートのある〆雫ｌ『大罪人の生涯』の鰻初の文字はこう記されている．
私（？）、家族、幼年時代からモスクワ、すべて彼のおかげを豪っている。成長。チェルマーク、最初にして
（３） 
股後、何？もか・も非難。沈黙し、陰欝で、家族を養う。染んな彼に依存している。（六九年十一月二日）
幼年時代。
（２） 
子供達と父親達、陰謀、子供達の策謀、寄宿学校への入学、その他。
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『大罪人の生涯』の全体の構図は、おそらく、この通りなのであろう。ドストエフスキー自身、中年からの信仰
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主人公は権力志向型の性格で、「人斉を蝿拝させよう」とする無限の支配欲をもっている。彼が町でも寄宿学校
で
も
破
廉
恥
な
行
動
で
人
交
を
お
ど
ろ
か
す
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も
人
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嫌
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に
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原
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。
誰
も
が
彼
を
変
人
と
糸
な
し
、
噸
笑
と恐怖の気持をいだき、彼は彼でその性格から疎外感を一層つよめるに至る。彼は蓄財に異常な関心をもつ。それ
は金が入念を支配する「役に立つ力」であると信じているからである。
の独自性が明らかになったと考えていたことが窺える。
『大罪人の生涯』のノートで構想全体が察せられるのは、量的にも最も多い第三ノート中の一月二日付の文章で
ある。
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、
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（第二）家族、スシャール、脱走とクリコフ。
（一一一）チェルマークー１試験。
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、
（４） 
ほんの物心がついた頃から人念への嫌悪感（誇り高い情熱と人の上に立とうとする性質から）。軽蔑からＪも。
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ここまでのところは、年令的に近いこともあって『未成年』のアルヵージイに承なる。現存する『大罪人の生涯』
の
ノ
ー
ト
全
体
か
ら
承
て
も
、
ア
ル
カ
ー
ジ
イ
に
該
当
す
る
部
分
が
量
的
に
最
も
多
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
ア
ル
ヵ
ー
ジ
イ
の
年令より先の部分は、あまり書かれていないということを意味している。構想全体から承ると、幼年時代から修道
院までのところで、その後の「流刑まで」、「流刑とサクと、「功業」はほとんどかかれていないということである。
作家自身、主人公の幼年時代にこだわりすぎたためでもあろう。自意識過剰の野心家の少年の像は出来上がったが、
そこから「大罪人」に発展させるには、内在的な〃思想〃の不足は否めまい。大作にするには主人公にバネが足り
ないことを作者も気付いていた筈である。例えば、主人公の性格が非凡なものをもっている所以を、トルストイヘ
の対抗意識をあらわにしてかいているのもそれなりの意味と計算があるであろう。
彼のこのような性格は、父親アリフォンスキーと継母によって形成される。ドストエフスキーは、「偶然の家族」
の意識をもちつづけ、お互いに他者としての父と子の関係を明確化しようとした作家だが、その文学的表現の最初
のあらわれはこのノートである。ドストエフスキーは、主人公と両親の相容れない関係を慎重に設定している。
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（５） 
出した。逃亡。クリコフと一緒に逮捕される。（第三メモ七十年一月一一日）
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この部分はアルカージイよりスタヴローギソに通じるところが多い。足の悪い娘カーチャの凌辱と、彼女との深
い因果関係、懲役人クリコフとのかかわりと犯罪は、そのまま『悪霊』のシチュエーションに移されることになる。
『大罪人の生涯』の主人公の犯罪、放蕩、悪行も表面的なら、修道院でのチーホンとの接触も唐突であり、あま
り必然性がない。チーホソの精神的境位はそのままゾシマ長老に移行する。第四ノートは『カラマーゾフの兄弟』
に共通するところが多いように思われる。要するに『大罪人の生涯』は、アルカージイとスタヴローギン、ゾシマ
の部分に分かれている感がつよい。一一一者を有機的に融合させようとした作者の意図は必ずしもみのったとは言えな
い。鰻後の断片である七十年五月三日には、「非凡な人間ｌしかし、一蓑は何をなしとげ、何を成就したのか」
と識いている。これは作家の惑いであると同時に、この実現されなかったプランを譲る読者の疑問でもある。
あるいは、全鞭身派や去勢派にまで至る。これは並をならぬ、彼ら自身にとっても重い直接的な力で、何に依
っているか何を指針としているかを追求し、探求している力ｌ苦しい童で腱嵐からいこいを求め、その平穏
の時の至るまで暫くは荒れさわがずにはいられない力である。彼は最後にはキリストを依り処にすることにな
る
が
、
そ
の
全
生
涯
臓
ｌ
嵐
と
混
乱
で
あ
る
。
…
…
無限の力は直接的であり、いこいを求め、苦しみをおぼえるまでに動揺し、探求と遍歴の時代に、とてつも
ない逸脱や実験に喜んで飛びこんでゆく。無限の力はその時の至るまでしばらくは、彼らの直接的な動物的な
力につり合うような思想ｌ極めて藤間としており、総局その力議織し、その力をおもれるような静けさに
（６） 
まで鎮めてしまうような強固な思想を確立できないのである。（第三ノート七十年一月一日）
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）
。
最後は自分の家に養育院をつくり、ガースとなる。すべてが明らかになって行く。
（７） 
罪を告白しながら死んでゆく。（七十年五月三日）
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『大罪人の生涯』の主人公とチーホンを結ぶ接点は、ドストエフスキーが考えている以上に稀薄であった。『未
成年』のアルヵージィがそうであるように、主人公の〃宗教的探求〃は、あまり主人公の性格と合致していない。
むしろ、そういうものとは遠いところに位置していると言ってもよいであろう。主人公は実際家であり、現実主義
者である。アルヵージィの思想的な透明性をこの主人公ももっている。ドストエフスキーは「中年になってから突
然信仰を失う」という発想を、ニヒリズムの生成を幼年時代から追究しようとする壮大な実験に切替えたが、主人
公の性格づけのところで結局は暗礁にのり上げてしまった。ネチャーエフ事件に作家が関心をもったのは、ライフ
『大罪人の生涯』のノートはこのメモで終るが、いわゆる「犯罪」の方はあまり明らかではない。犯罪者の意味
と神に叛く者の意味を「大罪人」にこめてはいるものの、ニヒリズムとその超剋の過程のプランも明確とは一一一一口い難
い。ドストェフスキーの構想自体からすれば、かなり眼高手低であることは、七十年一一一月一一十五日のＡ・マイコフ
宛書簡と対比して糸れぱ、自明であろう。
長篇の総題は『大罪人の生涯』ですが、各篇がまた別点に題をもつことになります。全篇で展開される主要
旗間震小生が一生涯意識的にも無意識的にも苦しんできた問魑ｌ神の存在ということです。主人公ば
その生涯を通じてあるときは無神論者に、あるときは信仰者に、あるときは狂信者、分離派教徒に、あると
きは、再び、無神論者になります。第二篇は全部が修道院で展開されます。この第二篇に小生は自分の希望の
すべてをかけています。……
第二篇には中心人物として「チーホン。ザドンスキーを登場させたいと思っています。もちろん名前は変え
ますが、やはり僧正で、修道院で静かに暮しています。刑事事件に関係した早熟で堕落した十三歳の少年（小
生このタイプを知っています）、これが全長篇の未来の主人公ですが、現在は両親（我含と同じサークルに属す
る教養人）の手乖なって教育のために修道院に入れられています。この狼の仔、ニヒリスト少年がチーホンと
近づきになります。
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ワークとは別に、三寸した政治的。〈ソフレット」をかこうとした意図からでもあるが、『大罪人の生涯』から一時
的に逃れようとする気持も働いていたのであろう。ネチャーエフ事件の起ったのは、六九年十一月二十一日であり、
『大罪人』のノートは翌年一月末で一時中断し、以後三ヵ月余、最後のノートに至るまで中絶する。
降って湧いたようなネチャーエフ事件をドストニフスキーは、あまり自分とは密着したものと考えていなかった
節があるが、作者自身が思っていた以上に、この題材は彼の年来の一プーマー「父と子」にかかわってくる問題を
孕んでいた。『大罪人の生涯』の構想が中途半端なまま、『悪霊』にとりかかったドストニフスキーは、『大罪人の
生涯』の構想が崩れ、『悪霊』の創作ノートに『大罪人』の人物、デテールが混入してくるのを防ぎ得なかった。
『大罪人の生涯』が断片的メモをのこして四散したのは、当然予想されたことであった。
『大罪人の生涯』のノートと『悪霊』ノートの相関関係は微妙である。前者は六九年七月末から始められ、後者
は六九年末頃から始まる。『大罪人』ノートは六九年末から七十年一月二十七日まで最も集中して記入され、その
後五月初めまで約三カ月空白期間がつづく。
『悪霊』ノートの前身である『羨望』が六九年末から翌年一月一杯にかけて『大罪人の生涯』と並行してかか
れ、以後、『大罪人の生涯』ノートの中絶後、『悪霊』ノートは単独で専心かきつづけられる。約一カ月間二つのノ
ートはそれぞれの線路を走り、二月からは『悪霊』ノートの単線になる。五月に『大罪人の生涯』ノートは一度復
活するが、そこで中絶し、以後霧込承は現存しない。
両者の並行構想は、当初作家が考えていたほど容易ではなかったらしい。『悪霊』ノートと同時に進められてい
たと思われる『悪霊』自体の執筆も難渋し、ドストニフスキーの言うところによれば、「十度も稿をあらためて」
ドストエフスキーの計算では、「政治的．ハンフレット」小説は、六九年末から稿を起し、翌七十年七月に完成の
予定であった。その難渋の根本的原因は、『大罪人の生涯』の着手に気をうばわれていることにあると作家は信じ
いる。
Ⅱ 
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従って、長篇の全．〈トスは公爵の中にある。彼が主人公である。他のものは象な彼のまわりを万華鏡のよう
（８） 
９に動く。彼がゴルーポフにとって代る。計り知れない誉同さ。
ていた・一時、『大罪人の生涯』のノートを中断してまで『悪霊』の執筆に専心した意味は、早く「・ハンフレット」
小説を片付けたい一心からだと作者は思っていた。ドストエフスキーにとっては、『悪霊』への熱中は、ライフワ
ークたる『大罪人の生涯』への一日も早い移行を意味していたように象える。
だが、『大罪人の生涯』のノートを客観的にふると、作者の希望とは別に、主人公に発展性の乏しいことは明白
であろう。構想を展開して行くに足る内的要因に欠けるｌ人物としての線が弱いことが中断につながっているこ
とは否めまい。中断の原因は必ずしも『悪霊』執筆への専心ばかりでなく、『大罪人の生涯』の構想自体の内部要
因にもあったように思われる。現存の作品では、主人公は『未成年』のアルカージイに最も近いが、この構想を背
負うだけの主人公とも思えない。創作ノートの第四、第五は『大罪人の生涯』の最後のメモとなるが、中心はむし
ろチーホンである。『大罪人の生涯』の主人公は、結局、始動しないままで終っている。
『悪霊』が「政治的パンフレット」小説から変身した最大の理由は、『大罪人の生涯』の行き詰り、その内部要
因にある．『大罪人』の巖が『鬘』を大きく変えて行った．『大罪人の生涯』ｌ『篝という「上下関係」
は崩壊し、『悪霊』自体が『大罪人』に代る重要な作品になりつつあった。その過程で『悪霊』の執筆が難渋した
のは当然であった。『大罪人の生涯』に未練を残していた作家が、執勤にそれに気付こうとしなかっただけである。
この観点から、従来言われていたように、『大罪人の生涯』より単純に「スタヴローギこが移行してきたのでは
なく、『悪霊』の構想の中でスタヴローギンが大きくなって行き、『大罪人』の主人公の要素のいくつかを吸収して
行ったと考えるべきであろう。
『大罪人の生涯』の中絶はあくまで内部要因による挫折、自己崩壊であって、主人公の移行に伴う空洞化による
ものではない。『大罪人の生涯』の構想の行き詰りが、スタヴローギンを生象、『悪霊』の変質を誘ったのである。
この意味で『悪霊』ノート、七十年四月十日のメモは重要である。
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10 
作者が『悪霊』の主人公の交代を実際に決意し、実践するのは、七月になってからである。しかし、すでに三ヵ
月前にドストエフスキーは主人公を公爵（スタヴローギ乙と定めている。つまり、『大罪人の生涯』が中断して
いる鐙中に、実質的には、震』感『大罪人の生涯』をｌ少くとも或る部分を受継ぐ作品になったのである．
そうした変化にもかかわらずドストエフスキー自身の意識の中では、相変らず『大罪人の生涯』の構想が残って
いたことは面白い。『大罪人の生涯』の構想を語った前出のマイコフ宛書簡（七十年三月二十五日）は、公爵（ス
タヴローギン）の主人公を確定した三日前であり、その前日にもストラーホフヘ同趣旨の手紙をかいている。
これらの寳簡から象ると、スクヴ厩「ギンー『悪霊』とは別に、『大罪人の生瀝』の櫛警らもつづけていた
ことがわかる。七十年五月に『大罪人の生涯』の最後のメモが記されたのはその証左であろう。しかし、そのメモ
の中心人物はすでに少年ではなくてチーホンであり、チーホン自身は翌月の二十三日には、はやくも『悪霊』ノー
ト
に
移
っ
て
き
て
し
ま
っ
て
い
る
。
『大罪人の生涯』は、同年十二月二日ストラーホフヘの書簡が最後の言及となるが、これは構想のみ残っていた
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
七十年六月二十三日のメモは「幻想的な頁」と題され、シャートフとの信仰論が展開されているが、この時点か
ら公爵（スタヴローギ乙が中心人物としての本格的な意味をもち出す。シャートフの後にチーホンが登場するの
は必然であろう。ここで『大罪人の生涯』は解体し、『悪霊』にその根幹部分は移行することになる。「幻想的な頁」
はこの意味からしても『悪霊』創作ノートの中で特に重要な位置を占めている。
数奇の予兆はありながら、実際にドストエフスキーが、『悪霊』の主人公交代という前例のない思い切った決断
に踏染きったのは、七十年七月である。二年間営倉として書き溜めてきた原稿を反古にした」という彼の表現は
誇張であるとしても、半年間彼が苦吟した作品を廃棄したの事実であろう。作品の四分の一、或いは、三分の一を
Ⅲ 
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11 
通過した地点で決断することの困難さをドストエフスキーは十二分に承知していた筈である。ほぼ四カ月以前から
の予兆を、だからこそ、彼は強いて認めまいとした。かつてのペトラシェフスキー党員の自信からネチャーニフ事
件という恰好の材料に飛びついて、簡単に仕上げるつもりの作品が難渋をきわめ、今や、彼が予想もしていなかっ
た方向に動き出した。「政治的パンフレット」小説は全く趣を異にしたのである。
『悪霊』の変貌は、『大罪人の生涯』断念の原因でもあり、結果でもある。作家の意識の中では、なお希望とし
て『大罪人』の構想は生きつづけたが、実質的には、『悪霊』の最終的構想がほぼ固まった段階で『大罪人の生涯』
公爵（スタヴローギこの深化、チーホン導入の必要は、『悪霊』が『大罪人の生涯』のメインテーマを背負っ
たことを物語っている。『悪霊』の新しい主人公こそが、「大罪人」そのものであることを作者は認めざるを得なか
った。七十年十月のストラーホフヘの手紙はこの間の苦渋に糸ちた消息を語っている。
は消失する。
、
、
、
、
、
、
それから、夏に．また変化があらわれました。長篇の本当の主人公の地位を要求してさらに新しい人物が現わ
れてきたのです。それで従来の主人公（興味ある人物ではありますが、実際に主人公の名に価しません）は、
背景に退いてしまい．ました。新しい主人公にすっかり魅了されて小生はまた改作にとりかかり．ました。初めの
方を「ロシア報知」にすでに送ってし震った今となって急に譽繋つとなったわけですｌ力にあまるテーマ
を取り上げたのではないかと恐れています。おそろしく心配しています。苦しいほどです。とは言ってＪも、小
生はこの主人公をいきなり連れてきたのではありません。この長篇のプログラムの中に彼の彼割をあらかじめ
、
、
、
、
、
すっかり書きとめておいたのです（プログラムは印刷して数台分に上るくらいｊい》っています）。それにその役
割は詮な、単なる考察ではなく、個角の場面で、つまり、行為で描かれているのです。ですから人物が、おそ
、
、
、
らく、新しい人物が現われてくるのではないかと思っています。期待ｊい】し、恐れてｊもいます。ｊい）ういい加減に
（、）
なにかまとＪもな』ものを書くべき時分ですからね。（一八七十年十月九日Ｎ・Ｎ・ストラーホフ宛）
Hosei University Repository
1２ 
『悪霊』が難航したのは、単純には作者も認めている如く主人公としてのスチェ．ハン氏の「第二義性」にある。
ただ、ドストエフスキーが最初企図したように、「父と子」を主題とした小説をかくつもりなら、スチニ．〈ソ氏で
充分足りていたわけであって、作家の想うところが、途中から、並の「親子」ではない形を書きたい方向に変化し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
『悪霊』も、『大罪人の生涯』も主人公の力量不足から行き詰った点では軌を一にしている。スチェ．〈ソ氏と一一
コライ・スタヴローギンを親子のような師弟関係にして異質の「父と子」を描き出そうとした作者の苦心は、主人
公の取替という形であらわれ、一一作品の構想の行き詰りを救ったのである。
七十年夏、姪ソーーーャに宛てた手紙でドストエフスキーは、「突然、どこに欠陥があったか、何が間違っていた
かをすっかり見抜いてしまいました。それと同時に、小説の新しいプランがひとりでに、完全に整然とした形で浮
んできました」とかいているが、おそらく、ここには誇張はないであろう。この苦肉の策が『悪霊』を決定づけ、
『大罪人の生涯』の未来を方向づけたということを天成の作家であるドストエフスキーはあまり意識していない。
彼自身は『大罪人の生涯』は依然として生き残っていると信じていた。七十年十二月二日にストラーホフに宛てた
手紙での『大罪人の生涯』についての言及はその証左である。ドストエフスキーはすでに中身のなくなった『大罪
人の生涯』に未練と執着をもちつづけながら、新しい主人公ｌ公爵（スタヴ厚‐ギン）に没頭してゆく．
スタヴローギンの原型たる「公爵」の創作ノートへの登場は早く、『悪霊』の前史時代ともいうべき第一ノート
『羨譽にすでに現われている。この意味ではスタヴローギンは、『悪霊』の最初から存在していた人物ｌ作者
が言っている通り「以前から書きとめていた人物」であり、別のプランから急に割り込んできたしのではない。彼
は『悪霊』の構想の中で成長し、『大罪人の生涯』のプランのいくつかのエレメントがそれに合体したとゑるぺき
は『悪霊』
であろう。
『羨望』
Ⅳ は大したプランではないが、その後の『悪霊』の登場人物の図式の雛型が早くも出来上がっている点で
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1３ 
作者は、「誇り高い、輝かしい人物」としている一方で、その欠陥を看て取っているＩ貴族の子弟の未成熟が
公爵の中には表現されている．ドストニフスキーが決定稿に至る霞で、スクヴローギンＩ公爵にこだわりつづけ
たことは記憶に値しよう。富裕な貴族と貧しい平民との対比が、公爵と教師の構図の中にはある。この形は皇子ス
タ
ヴ
ロ
ー
ギ
ン
と
ロ
シ
ア
民
衆
の
代
表
者
シ
ャ
ー
ト
フ
の
関
係
に
引
き
つ
が
れ
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。
『羨望』の題名は公爵の羨望と憎悪とを意味している。その点では作者の企図したとおり、公爵を「長篇の主人
公、理想として位置づけて」いる筈なのだが、教師の方が精彩がある。公爵は人物としても変化に乏しい。ただ、
『羨望』という題が示しているように、公爵の性格は後のスタヴローギンとはかなり異る。スタヴローギンの原型
と
し
て
こ
の
こ
と
は
注
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
注目に値する。Ａ・Ｂ公爵（スタヴローギ己の承ならず、Ａ・Ｂの母親（母夫人）、養女（ダーシャ）、教師（シ
ャート乙、美女（リーザ）、カルトゥーゾフ（レピャートキン大尉）の原型がすでにそこにある。物語の中心は、
Ａ
・
Ｂ
公
爵
Ｉ
教
師
ｌ
妻
Ａ
・
Ｂ
公
爵
ｌ
謡
Ｉ
美
女
の
二
薑
の
三
角
關
係
で
あ
る
．
公
爵
嘘
外
鬮
で
貧
し
い
教
師
を
知り、彼に恩恵を施してきた。それ以来二人の間には緊張関係がある。公爵は養女と関係をもち、妊娠した彼女を
一万五千ループリつけて教師に押しつけようとするが、教師は「一万五千ループリ」を受取ることにこだわる。
そのうちに教師は隣人と口論、美女の面前で平手打を受けて決闘沙汰にまでなるが、相手の発砲を持ち堪え、自
分は撃たない。美女はそれまで臆病者視きれていた教師の行為に衝撃を受け、彼に情熱を感じ始める。公爵は教師
に嫉妬をおぼえ、彼の「優越を羨む」。ここで二人の男の間にあった緊張関係は一気にたかまるが、結局、教師は
に嫉妬をおぼえ、
公爵の許を去る。
Ａ・Ｂは輝かしい人物、羨望心がつよく、誇り高く、低劣、その他いろいろ。
（ｕ） 
制することもなく、それが必要だとすら思ってもいない。（ヨ怨霊』準備資料）
、
、
、
自
分
の
本
性
に
対
し
て
な
ん
ら
自
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公爵（スタヴローギン）と養女（ダーリャ）との関係、養女の出自、身分については作者はノートの最初から苦
心している．養女朧公爵の心理行動ｌ思想を説明する鏡であり、婆に反射する公爵の像巻読看ば適うことに
なる。どの形のダーリャが最も主人公を映し出すことになるか、小説の方法論の上からもドストニフスキーは多様
グラノフスキー（スチェ．ハン氏）が本名であらわれ、シヤーポシニコフ（シャートフ）、学生（ピョートル）の
詳細なスケッチが始まる。このプランでは、公爵（スタヴローギン）は大地主として登場しているが、学生、グラ
ノフスキー、シャートフについてのコメントが主で公爵の影はうすい。公爵のシャートフヘの対し方を糸ておく
必要がある程度であろう。
母夫人の養女はシャートフの妹、公爵は彼女に恋する。母夫人は公爵の不在中に養女をグラノフスキーに嫁がせ
る。彼にはそれが気に入らず、彼女への想いｌ彼自身の「情熱とたたかっている」。
公爵の許嫁の美女は学生と逢瀬を重ねている。
公爵は突然シャートフに平手打ちをくわせ、シャートフは湛える。公爵はシャートフを憎悪していた。シャート
ブが養女の慰め手であり、学生によれば、「公爵はシャートフに妬いている」のだ・
ドストェフスキーのノートでは、「平手打ち」は一つのキーワード的な役割をもっている。「侮辱」と「忍耐」が
登場人物の精神蝋位票す－つの形としてすでに前史的ノートー『蓬』の艤期から現われてきている（隣人に
よる教師（シャートこの平手打ち）のは、前述の通りである。周知のように、スタヴローギンに対するシャート
フの平手打ちは、二巻霊』の重要場面の一つだが、最初は主客が逆であり、むしろ平凡なものだったことは興味深
い
◎ 『悪霊』の創作ノートの最初の正式な日付は七十年一月二十二日である。この時点からこの作品の本来の発想で
あるネチャーニフ事件に材をとったプランが書きとめられてゆく（この最初のプランに基く仕事は一一カ月ほどつづ
くことになる）。 Ｖ 
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1５ な試糸をしている。ダーリャの役割は意外に重いのである。
一月二十二日付の最初のノートは、ネチャーエフ事件に震憾されたドストエフスキーの想いが最も色濃く反映し
ている。彼の言う「政治的・ハソフレット」小説を醤くための材料がここに蒐められている感が深い。つまり、その
分だけ、公爵の役割は軽くなっている。
公爵との恋に破れて投身自殺した妹ダーリャの復讐を考えるシャートフ、実際にシャートフを殺害し、彼の公爵
への殺意壷用して公爵鼻を着せようとする童（ネチヤ‐三ｌのプランなど砿、公爵を引立て役曇え
ようとした意図があったことを示している。
七十年二月士ハ日’十八日付のノートは「燈終案」と題され――蔀震の長篇のプロドが認されている．依
然としてネチャーエフ事件に材をとった「・ハソフレヅト」小説の構想がつづくが、公爵についての記述が増してく
る。学生（ネチャーニフ）を動きの中心に据えた小説を進行させながら、公爵もまた独立した人物として動きはじ
めてきている．作家自身半ば意識毒鱸襄のうちに、小説の新しい鶚ｌ可鱸性を掘り出したと一一愚える．た
だ、公爵の性格は一定していない。正反対の要素が醤かれ、作者が迷いの渦中にいることがわかる。
ここまでの『悪霊』は、学生（ネチャーエフ）、グラノフスキー（スチェ・ハン氏）、シャートフの一一一者の緊張関係
で作られた一一一角形でがっちり構成されている。ドストエフスキーはこの一一一角のどこに公爵をおくぺきか、公爵の位
健の決定に腐心している。櫛図面での苦心は、同時に、公爵の性格決定の迷いにつながっている。この迷いは、そ
の後の二月一一十六日、一一一月二日のノートでも相変らずである。ノートには、相反するような要素、例えば、「感じ
のいい人物、すばらしい」というような表現と「淫蕩そのものの男で高慢な貴族主義者」のような矛盾する言葉で
公爵を定義づけようとしている。
公爵が三角形からはみ出ていることが、別の意味では幸いした。旧『悪霊』の人物たちとは何か異質なものを感
じ、公爵に新しい道を探らせようと作者は思い始めてきている。「新しい人間」というメモはこの点で重要である
Ⅵ 
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６ように思われる。
１
 
同じノートの別の個所ではシャートフに、「ぼくは平凡な、誠実な新しい人間になりたい」と言っているが、表
現だけで明確な内容が伴っているようには思えない。多分、最初に「新しい人間」のイメージがあって、それが言
葉だけで憾なく、内容を求めるものにふくらんで行ったのであろう．公爵ｌ「新しい人間」のイメージが朧っき
り
固
ま
っ
た
の
は
三
月
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
三月十一日付のノートの冒頭には、「公爵最後の形象」というタイトルがきている。『悪霊』の転換を示すもっと
も重要な個所はこれであろう。これまで迷いつづけた公爵のイメージがここでは明確になり、旧主人公にとって代
った新しい主人公の像がはっきりと現われている。
公爵は一切の疑問をすでにすっかり解決してからやって来た。
、
、
、
彼はｌ新しい人間．…内にひそんだすさまじいニネルギーをいだきながら鑿に発一一一塁ず、すっかり謎
を解き、最終的な思想をすでにいだいている人間のように、冷笑的に懐疑的に人食を見つめている。彼はある
時点まではふんなの話をきき、ほとんど反論しない。肚の中では傲慢にグラノフスキーを畷い、シャートフに
ひどくハツとしながらも彼の机上論、出口のなさを明らかに看て取り、驚きと好奇心からネチャーエフを注視
し、彼の話葺塞傾けるｌ連中がかくも確圃として立っていられるのは、どういう蓋に基づいているかを
最終的に推察出来たらと思いながら（Ｎ・Ｂネチャーエフとは以前にもかかわりがあった）。ゴルーポフだ
、
、
、
主
要
な
思
想
（
つ
ま
り
、
長
篇
の
パ
ト
ス
）
ｌ
こ
れ
健
公
爵
と
養
女
篝
に
篝
新
し
い
、
更
新
さ
れ
た
生
活
を
始
め
よ
、
、
、
、
、
：
うと決意した新しい人間である。……公爵は労働をしたいと思い（誇り高い公爵が）、その』」とで母夫人を絶望
（雌）
させる。（七十年二日抑十八日）
＊ 
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1７ 
このノートでは、ほぼ決定稿のスタヴローギソの像が出来上がっている。主たるところではゴルーポフとの関係
だけが決定稿と異っている。
ゴルーポフを作品に導入しようとした意図は早く、すでに二月十八日のノートに、ネチャーェフの策謀を記した
個所に、同時に、ゴルーポフの名がふえる．さらに二月二十六日には具体的にゴルーポフの蟇ｌ「さらに大き
な謙抑が必要です。自分を無と承なされるなら、救われて、安らぎを得られるでしょう」が記されている。ドスト
エフスキーはこの分離派出身の民間の哲人につよい関心をいだき、彼の〃自由〃の理解のうちにある「自己制御」
の思想を公爵の八出口Ｖとして考えようとしていた。シャートフに「移植」した彼自身の〃正教の思想〃にいま一
つ得心の行かない公爵〔スタヴローギン）は、ゴルーポフによって一定の解決の方向を得ようとする。この段階で
の検討は、ノートで執勧につづけられている。
けが彼を震憾させる・彼は熱狂的に（しかし、手短かに、ほんの一一言で）、それは全く自分の思想でもある、
自分が見出した信念であるとゴルーポフに告白する。公爵はこの町でおかしたあやまち、侮辱等をいやそうと
（皿）
やって来たのだ。侮辱した人達と仲直りし、平手打ちに堪鰐える。
これは思想の人である・思想が彼（公爵）をとらえ、彼を支配している。それは彼の頭の中にあって彼を統
、
、
御しているというより、むしろ、彼に肉体化し、苦悩と不安をともないながら公爵の本性となる性質をもち、
一旦本性に入りこんだからは、ただちにそれは行動に用いられることをつよく求めるのである。……シャート
フ、ゴルーポフのもとで信念を確立することを求めようとする。ネチャーニフにも求める。グラノフスキーの
言うことにさえ耳を傾ける。結局、ゴルーポフの思想に根を下ろすことになり、他はすべて斥けられる。……
ゴルーポフの思想は謙抑と自己制御であり、神と天国はわれらのうちＥ自己制御のうちにあって、自由も
またそこに存する、というのである。彼はゴルーポフと出会うことを予期していなかった。彼に出会って衝撃
（Ｍ） 
をおぼえ、畏怖し、己を空しくして彼に従う。（七十年三月七日）
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1８ 
『悪霊』はこの段階で、三角形を形成していたグラノフスキー、学生、シャートフの三者が後方に退き、一一一角形
のばずれに位鐘していた公蕊三角形窪崩して中心に掘り、他の人物は公爵ｌラヴローギンの周囲意円嘉
ゴルーポフの思想は別に目新しいものではない。他ならぬゴルーポフという人間の口から出たことに意味がある
のであろう。シャートフに植えつけた自分の思想とゴルーポフのそれと、そこに差があることをスタヴローギンは
理解していた。しかしまだ肉化されたゴルーポフの思想を観念として受取ることは不可能であることも公爵は熟
知していた．思想のもつ個別性をスタヴローギンの犀利旗知性墓えることが出来ない．ゴルーポフの思想ｌ信
仰に〃出口〃を求めようとしながら、それを求め得たとしてもそれが虚偽であることをスタヴローギンは悟ってい
た。結句、〃信仰〃を理性的に追究してゆくことの無意味さが公爵を疲弊させる。自分は何者でもないという感覚
だけが鮮明になり、先人の無用者同様退屈の中に彼は満ちいる。
その直前段後にゴルーポフを訪ねる．「臓かの人為のようにｌ雲伯爵や、グラノフスキーや、聟や
大文豪のように、幟くが生ぎていけないことに驚いているんです変」ｌと一富う（答ｌ彼らより高いから）・
（応）
作箸の思想ｌ自分に大地が欠けていることを意識した人間を示すこと。（七十年三月十五日）
公藤ｌ退屈になってゆく人間．ロシアの一時代の果実・綾は霞に自分自身であること鱗出来る。つまり、
貴族からも、西欧からも、一一ヒリストからも、ゴルーポフからも身を避けていることが出来る（しかし、彼に
、
とって疑問はのこるｌ彼自身臓一体なにものなのか？・彼にとって答はｌ無）・……
しかし、彼は生れつき高潔な人間であり、何ものでもなど」とは彼を満足させず、苦しめる。自分自身の中
にはいかなる基盤も見出すことが出来ず、退屈である。……
養女を愛していないことを感じる。領地に去り、手紙で彼女に、彼女の心を奪ったことを詑びる（夢中だっ
たのは彼自身であり、最後の自己欺臓）。しかし、彼は退屈で、彼女を仕合わせに出来ないとも醤き、ピスト
ル自殺する。
その直前、
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1９ 
一一一月一一十九日以後、一一ヵ月近くノートには書込糸がない。次に現われるのは五月末で、「最終的メモ」、「長篇全
体のプラン（最終案）」とつづく。公爵の一一一口動は、ほぼ決定稿のスタヴローギンを想定させる雲でに凝固している
が、決定稿と最も異るのは、シャートプ、ネチャーニフとの対話の形で、乃至は独自なメモとして公爵の思想が詳
細に検討されていることであろう。周知の如く、決定稿でスタヴローギンが自己を語るのは、最後の手紙と、チー
ホンの庵室での「告白」と対話だけでＦあとは行動の染が記されている。この意味でスタヴローギンの思想は創作
ノートの段階で究めつくされたと言える。それは七十年六月一一十一一一日の「幻想的なページ」、「幻想的なページへ」
「退屈」ｌ「ゴルーポフ朧不要」ｌ「公爵が主人公」の三文字朧つながっている．ここ塁ろ霞で作意随
分回り道をした。『悪霊』の第一ノート『羨望』で偶然、公爵を主人公に擬したことはあるが、作家のすぺてを背
負った主人公としてスタヴローギンが誕生しようとは、ドストエフスキー自らも全く予想しなかったことであろう。
籍果的には、彼のラィフワークー『無塞、『大罪人の生涯』の－７『は公爵によって噸くりなくも実巍される
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
いて巡ることとなる。「政治的．ハンフレット」小説は「形而上学的」小説に変身する。このノートのメモから一一週
間後作鬘「公爵ｌ主人公」宴琶をするが、実質的にはこの鷺ですでに、前例を承ない主人公の交代饗川
来上がっていたと一一一一口える。
七十年三月一一十九日のノートの冒頭は、「ゴルーポフは不要」のイタリック体の文字である。すぐ直後の行が「長
篇の主人公は公爵ということになった」という交代宣一一一口である。「ゴルーポフ」に安易に〃出口〃を見出させなか
ったことが、同時に、公爵（スタヴローギン）の確立を意味していることをこのノートの記述は示している。「ゴ
ルーポプ不要」の引醐リック文字はもう一度同じノートでくり返され、既述のように、主人公の再確認と小説の方
法論が述べられている。
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2０ 
処刑場の「金色の光」以来、作者が背負ってきた問題が簡明に集約されている。前作『白痴』で「ホルパィンの
絵」として提出したテーマをドストエフスキーはもう一度ここで取上げようとしている。『白痴』と異るのは、こ
の後公爵の解釈がつづくことであるｌこの疑問に対しては文醐は事実によってそれば不可熊であると答える．も
しそうなら信仰なしに、例えば、科学によって社会は存在しうるか、キリスト教の道徳的基盤が崩壊し、それに代
る科学的道徳性は可能であろうか、身動きのとれない二律背反の中で公爵は一つのドグマともいうぺきことをシャ
ートフに語る。おそらく、スタヴローギソの行動のキーワードは、ノートのここに凝結している。
で頂点に達する。
「幻想的なページへ」の中の「大事な点」と頭書のあるメモで、公爵の「片時も離れない思想」がまとめられて
いるｌ民衆が僑仰をもつことによってロシアの正教は保持されている．この民衆の僑柳が少しでもぐらついたら、
西欧と同様に、信仰は失われ、解体と無神論が始まる。もし、それが不可避であるならば、ネチャーエプの言うよ
うに、「すべてを焼いてしまえ」ということになり、それは早いほどよいのかも知れない……
要は、文明人、ヨーロヅ・〈人として信仰することが出来るか、つまり、神の子イエス・キリストの神性を信
じることが可能かという切実な問題なのである（信仰はすべてここにこそあるのだから）。（七十年六月二十
（Ⅳ） 
三日）だがね、シャートフ、ぼくもきみも、人間・キリストが救世主でも生命の源でもないなどということは、み
んなたわごとでしかないことを知っているし、科学だけでは決して人間の全理想を補うことが出来ないことも
承知している。人間にとって安らぎ、生命の源であるもの、すべての人間の絶望からの救いも、全世界の存在
、
、
、
、
、
、
、
のための保証も、条件、切目①目目◎己（必要条件）も、一一一一口葉は肉なりきという一一一語のうちに含まれていること
（肥）
をｌこの蟇への償仰であることを知っている．（七十年六月二十三日）
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公爵がシャートフに試梁たのは、自己の思想が彼の中でいかに「肉化」しているかという一点である。公爵が思
想を語れば語るほどそれは観念として風化し、崩れてゆく。彼が耐えられないのは、自分の言葉が「信仰」になら
ない空虚さである。それは公爵の生と思想がずれていて、一致することがないことを物語っている。
公
爵
が
シ
ャ
ー
ト
フ
に
関
心
を
も
つ
の
は
、
彼
が
生
と
恕
想
と
の
隙
間
を
埋
め
て
い
る
か
の
よ
う
に
桑
え
る
か
ら
で
あ
る
ｌ
し
か
も公爵自身の思想によって。シャートフに可能なものが何故自分には不可能なのか。信仰の本質をめぐってスタヴ
（⑬） 
ローギンがシャートフを執勧に、性急に追求する高名な個所はすでにノートの段階でかかれ、ほとんどそのまま決
定稿に生かされているが、これは公爵の根元的なところに在る間を物語っているものであろう。
ネチャーニフヘの興味も同様である。彼が落着いているのは「人類の生きた生活にとってキリスト教は有害であ
り、もし絶滅出来れば、人類は直ちに真の生活に蘇る」ことを確信しているからである。この確信が何故可能なの
かＩ公爵にはわからない。かつて公爵の創作した入神論を極限にまでふくらませてそこに自己の生命を賭けよう
としている技師（キリーロ乙も公爵には理解の埒外にいる。技師は「人間が入神になれば肉体的に変化し、信仰
を必要としなくなる」と言ったが、これを裏返せば、「肉体的に変化しない限り人間は信仰を必要とする」と郷楡
してシャートフに叱られた経緯を公爵は思い出す。ネチャーエフは勿論、キリーロフもシャートフも公爵には狂信
者に蕊える・狂億着にならない限り．思想と生の一致憾求められないのかｌ狂僑とみえるものの梁が救いにっな
者
に
み
え
る
。
狂
信
土
がるのであろうか。
例えば、スラヴ思想は民衆の中に生きている。彼らは、レービンの迷いを引合いに出すまでもなく、生と言葉の
一致の中で生きている。信仰とは生そのものであると、おそらく、トルストィなら言うであろう。民衆の真似は到
底出来ないにしろ、ネチャーエフのように、キリーロフ、シャートフのように生きられないのは何故か。公爵はノ
ートの最初の方で「ダーーレフスキＩのように、：。…大文豪のように生きられないのは何故か」と言っているが、今、
この想いが再びここに現われる。『悪霊』ノートの冒頭で、公爵を主人公として小説に『羨望』と題したのは、偶
然ながら符合しすぎている。
信仰は狂僑とどう違い、無意繊の「霧」とどう興るのかｌ公爵がチーホンに一つの解鱒を求めようとするの
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翠健この境位においてである。
チーホンは「僧正訪問」という文字で七十年三月二十八日付ノートにはじめて現われる。これは『大罪人の生涯』
のノートの中断と一致するが、詳しい書込朶は七十年六月二十三日の「幻想的なページ」以降である。『大罪人の
生涯』の最後の断片の中心人物であったチーホンが、『大罪人』のノート中絶後、そのまま『悪霊』ノートに移行
してきた経緯には、公爵の〃要請〃があり、シ」の対決の構図の必然性を考えたドストエフスキーの構想があろう。
公爵がチーホンを訪れた目的は、少女凌辱の「告白」を公表することについての意見を徴すること、チーホンの
信仰の本質を探ることの二つに要約される。ここでは『大罪人の生涯』の主人公の像が公爵と重なっている。少女
凌辱、その自殺見殺しという大罪を背負う犯罪者としての、神に叛く者としての、ヨ柔びと」としてのイメージ
は、『大罪人の生涯』の年少の主人公よ，、公爵ｌスタヴローギソにこそ似つかわしい．公爵は「告白」によっ
て「功業」を得ようとし、その苦行によって自己を超剋しようとする。チーホンはそこに「功業」につながらない
世間への「挑戦」を見、世間の笑いに堪えきれない公爵の誇り高さが、「告白」の公表を阻止するために新たな犯
罪を犯すであろうことを予見する。僧正が公爵に「告白」の公表を思い止まるようすすめたのは、公爵の人間修業
の度合が、「自己制御」ｌ謙抑につながる震でに至っていないと看たからである。公爵がそれを承知していない
わ
け
が
な
い
ｌ
彼
は
あ
え
て
そ
の
不
可
鱸
を
超
え
て
、
僑
仰
者
の
鱗
に
近
づ
こ
う
と
す
る
・
彼
の
チ
ー
ホ
ン
誠
閥
腫
、
彼
の
生
産
根
源
的
に
問
お
う
と
し
た
賭
に
他
な
ら
な
い
。
チーホンとの問答は、ノートでは約一年間断続的につづくが、特に重要と思われるのは、七一年五月十三日の
「チーホンの許にてで最も大事なこと」と題されたメモである。
公爵（テーマ）ｌ「艫くが伺ったのば．神の存在を証明していただきたいからです」・「どうしてそんな薮
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2３ 
しかし、公爵は自分が信仰から最も遠いところに位置していることも知っている。公爵の「告白」公表はあまり
意味がないように思えるが、彼は最も超え難いものを設定し、それを超えることによって信仰に至ろうとする。そ
れは不信心者の信仰に至るスプリングボードに彼には見えたのかも知れない。荘厳と滑稽は紙一重であり、愚行と
うつることもやむを得ない。チーホンがそこに堪えきれないものを読んだことは間違いではない。チーホンは「修
行が出来ていない。大地からしぎ雛されている」とスタヴローギンを叱責する。おそらくこれが、彼の答のすべて
は誕生するであろう。
公爵は性急に償仰の秘密を探ろうとしている。狂僑者と真の信仰者を分けるものはなにかＩ彼臓チーホンによ
ってそれを悟ろうとする。人間の思想は肉化することによってはじめて意味をもつ。一片の言葉にすぎない思想が
その人間の実存となった時蟇は肉体化したのであり、生の拠り処となり得る．その方途方法の探求ｌこれ
までの公爵の言動、行為はこの一点に尽くされている。思想が単なる言葉として遊離している限り、それは思想で
はない。信仰とは言葉そのものが、そのまま生活になっていることであり、そういう人間の条件は何かを、公爵は
チーホンに求めようとする。信仰とは生そのものであり、思想と生が一致したとき、公爵の求める一‐新しい人間」
から棒に。あなたは教養のある方だし」。
公爵ｌ「ええプロとラトラのことばすべて、多少とも知ってい震ずし、誕醐が存在しないことも、そ
の証明の無益を述ぺる資料の方がはるかに多いことさえ承知しています。しかし、問題はそこにあるのではあ
りません。あなたが真に信じていらっしゃる方だときかされたからです。もしあなたが真に信じていらっしゃ
るなら、何故信じているか、ぼくに語って下されるような何かをあなたはお持ちではないかと思うからです。
ぼくはこれまで真に信じている人を見たことが全くないのです。どうか何か仰言って下さい・ぼくの無作法な、
熱に浮かされたような性急さを許して下さい」。
公爵ｌ「もしぼくが不真面目な篝からあなたを訪ねたのだったら、これ朧熟んなナイーヴ極霞ることだ
（幻）
ったでし聖う。ｌしかし、そこに…そこに一つの問題があり讃す」。
Hosei University Repository
４であろう。
２
 
ドストエフスキーは「公爵の描写は一切説明しない。ただ、行為の染描く」とノートで宣言している。『悪霊』
の決定稿ではスタヴローギソは陰画で描かれている。これは単に『悪霊』の方法論として主人公の神秘性をますだ
けではない．多分作者はこれしか描きようがなかったのである．スクヴ厚‐ギンの心情告白議論ｌ「思想」は、
ノートで検証し、解明しつくした。スタヴローギンのなまの「思想」はノートの段階で終っている。いわば、ノー
トで直接法でかきとめられたものが、決定稲では間接法で描き直されている。作者のいわゆる解説に類するものは
「告白」と艘後のダーリャ宛の手紙だけである．「足下に大地がないことを意鍼した人間」ｌこれをドストニフ
ス
キ
ー
は
彼
の
行
動
の
象
で
描
き
切
ろ
う
と
し
て
い
る
。
ドストエフスキーが『悪霊』で問うたものは、信仰とその現代における可能性の問題である。それはそのまま、
生とは何か、真の生は可能かということである。セミヨーノフスキＩ練兵場の〃金色の光〃以来、作家が問いつづ
け
て
き
た
問
題
は
、
ス
タ
ヴ
ロ
ー
ギ
ン
に
よ
っ
て
一
つ
の
新
し
い
局
面
に
入
っ
た
。
彼
を
創
造
す
る
に
あ
た
っ
て
ド
ス
ト
ェ
フ
ス
キ
ー
が最も心意かれたのは、「言葉は肉となる」という思想である。「世界を救うのはキリストのモラルでもキリストの
教えでもなく、言葉は肉なりきを信ずることにある」と彼は考える。
言葉がその人間そのものであり、人間を離れて思想はない。ムイシュキンの言葉はムイシュキンその人であり、
彼を離れて言葉は存在しない。ムイシュキンの生は見事に彼の「思想」と一致している。ドストニフスキーはムィ
シ響キン公爵と対極に立つ公爵ｌスタヴローギンによってこの困難な薯探ろうとする．スタゥローギンの特徴
をなすものは「無関心」であり、彼の生の「焼けつくような」感覚は失われている。彼が田舎町に最初に現われた
時、類稀れな美貌にもかかわらず「仮面をかぶったように見えた」ことは、彼の単なる生、肉体化されない生を象
徴している。生の感覚を求めようとするエネルギーだけは残っていて、それが彼を坊僅させる。生と思想との分離、
離反がスクヴロ‐ギンの地獄である．言葉の蕊で生が救えるかｌとドストニフスキーは間うている．真の生は恩
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鯉が肉体になることである．いかにして一一一一曇を肉体化するかｌスタヴローギンの関心はこの一点に集中し、彼の
坊役は、生と思想の一致しているかにふえる人間、ネチャーエフ、シャートフ、キリーロフを経て、チーホンに至
る。『大罪人の生涯』を脳裡に秘めながら、作者はこの構図を完成した。
結局、スタヴローギンは思想を肉体化出来ないまま滅びるか、ドストエフスキーはなおスタヴローギンに想いを
つないでいたに違いない。決定稿では削られたノートの一片に、チーホンとほとんど同じ次元にスタヴローギンが
立
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
文
字
が
あ
る
Ｉ
人間の本性がどうしても神の崇拝を必要としていることを心にとめておいてほしい。道徳と侶仰は一つのも
のであり、道徳は信仰から発し、神を崇めようとする要求は人間の本性の奪うことの出来ない特質である。こ
の特質は満いものであって纏いものではなくｌ無限なるものを承認し、世界的な無限の中に瀞けこむことを
望糸、人間はその無限の中から生れたものと知ることである。（七十年六月二十三日）
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